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24. ミトコンドリア型スモールヒートショックプロテイン遺伝子
を導入したタバコの耐暑性

〔要約〕ト マ トのミトコ ンドリ ア型スモールヒート ショックプロテイ ン (MT-sHSP)造伝子を、セ ン

ス向きに導入したタバコは耐暑性を示す。また、アンチセンス向きに導入したタバコは熱感受性を示す。
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〔背景・ねらい〕

いわゆるス トレス反応を支える一群のタンパク質として最 もよく 知られているヒー トショックプロテ

イン (HSP)は、環境変化に反応して抵抗性を誘蒻し、さらに普段から分子シャペロンとしてタンパク質

の介添え役を果たしていることがわかってきている。低分子スモールヒー トショ ックプロテイン (sHSP)

も分子シャペロンとしての機能を有することが明 らかとな り（平成 13年度国際農林水産業研究成果情

報）、ミトコ ンドリ ア型スモールヒー トショック プロテイ ン (MT-sHSP)辿伝子を導入する ことによる耐

暑性作物の作出を目指す。

〔成果の内容•特徴〕

I. トマ トMT-sHSP遺伝子を禅入した T2世代タバコは、過剰発現させたセンス系統、発現抑制させた

アンチセンス系統とも追伝子の発現量によ らず野生型と同等の生長をし、生育異常は見られない （図

I)。

2. センス系統タバコは、常温においても MT-sHSPを顕著に発現する （図2A)。また、アンチセンス系

統は熱ス トレス下において MT-sHSPの発現が抑制されている （図2B)。

3. センス系統タバコは耐暑性を、またアンチセンス系統タバコは熱感受性を示す （図3)。

〔成果の活用面・留意点〕

耐暑性作物作出のために トマ トMT-sHSP辿伝子が利用できる。
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図1. MT-sHSP遺伝子を導入したタバコの生長

播11後、 25℃で生育させ、 4週目および開花日
に観察した．

SRl : 野生型

pBI : ペクターコントロール
MTl: センス系統
RVl: アンチセンス系統
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図2.MT-sHSP遺伝子導入タパコにおけるMT-sHSP遺伝子の発現

タパコを発芽4週目まで25℃で生育させ(A).46℃ 2hr熱処理した(B)。

これらを用いてウェスタンプロット解析を行った
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図3.MT-sHSP遺伝子を導入したタバコの耐暑性

発芽4週目の遺伝子導入タバコを2時間熱処理し、その後7日間、室温で生育させた．
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